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下
駄
ス
ケ
ー
ト
身
近
に
感
じ
て

諏
訪
湖
博
物
館

・
赤
彦
記
念
館

常
設
展
示
を
拡
充

下
諏
訪
町
の
諏
訪
湖
博
物
館
・

赤
彦
記
念
館
は
、
今
年
3
月
に
同

館
所
蔵
の
下
駄
ス
ケ
ー
ト
や
氷
滑

り
下
駄
、
真
田
紐
の
計
1
3
0
点

が
「
諏
訪
の
下
駄
ス
ケ
ー
ト
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
国
の
登
録
有

形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
を

受
け
、
下
駄
ス
ケ
ー
ト
常
設
展
示

の
拡
充
を
進
め
て
い
る
。
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
ほ
か
、
新
た

に
「
下
駄
ス
ケ
ー
ト
を
履
い
て
み

よ
う
！
」
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
同

館
は
登
録
を
機
に
、
多
く
の
人
に

下
駄
ス
ケ
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
て

ほ
し
い
－
と
し
て
い
る
。

発
祥
の
地
で
あ
る
同
町
に
ま
と

ま
っ
て
残
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、

冬
季
に
お
け
る
娯
楽
や
遊
戯
の
様

子
を
示
す
1
な
ど
と
評
価
さ
れ
、

登
録
に
至
っ
た
。
現
在
で
も
、
冬

李
に
開
設
さ
れ
る
町
営
の
「
秋
宮

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
」
で
、
下
駄
ス

ケ
ー
ト
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

展
示
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
3
0

年
代
ま
で
改
良
が
続
い
た
下
駄
ス

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
特
許
状
な
ど

か
ら
改
良
占
暮
詳
し
く
解
説
。
1

9
0
6
（
明
治
翌
年
、
同
町
の

学
生
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
（
町

の
飾
り
職
人
、
河
西
準
之
助
が
初

め
て
作
っ
た
「
カ
ネ
ヤ
マ
式
」
に

始
ま
り
、
刃
の
軽
量
化
を
図
っ
た

「
小
松
式
競
走
用
快
速
ス
ケ
ー

ト
」
、
大
正
時
代
に
生
ま
れ
た
刃
の

長
い
「
開
式
改
良
ス
ケ
ー
ト
」
、
1

9
2
7
（
昭
和
3
）
年
に
考
案
さ

れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
を
取
り
入
れ
た

「
矢
島
式
ス
ケ
ー
ト
」
な
ど
が
並

ぶ。
当
時
、
下
駄
ス
ケ
ー
ト
は
安
価

（
3
0
0
0
円
程
度
）
で
あ
っ
た

た
め
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
爆

発
的
に
普
及
。
需
要
に
応
え
よ
う

と
、
諏
訪
一
円
の
鍛
冶
屋
が
下
駄

ス
ケ
ー
ト
作
り
に
取
り
組
み
、
独

自
の
工
夫
を
加
え
て
い
っ
た
。
0
5

年
の
鉄
道
開
通
も
あ
り
、
ス
ケ
ー

ト
は
観
光
客
の
娯
楽
と
し
て
も
人

気
に
な
っ
た
。
新
た
に
佐
久
地
方

の
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
諏
訪
名

産
」
の
刻
印
の
あ
る
下
駄
ス
ケ
ー

ト
は
諏
訪
の
土
産
と
し
て
下
駄
ス

ケ
ー
ト
が
有
名
だ
っ
た
こ
と
を
伝

え
る
責
重
な
資
料
だ
。

学
芸
員
の
太
田
博
人
さ
ん
は

「
下
駄
ス
ケ
ー
ト
の
改
良
の
歴
史

は
後
に
精
密
で
栄
え
た
諏
訪
の
も

の
づ
く
り
に
通
じ
る
。
産
業
史
と

し
て
も
見
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

いる。
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国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化

財
に
登
録
さ
れ
、
常
設
展

示
の
拡
充
が
進
む
下
駄
ス

ケ
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン


